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は 

じ 

め 

に

　

都
を
追
わ
れ
た
足
利
将
軍
義
材
が
一
乗
谷
の
朝
倉
貞
景
を
た
よ
っ
て
、
明
応

七
年
（
一
四
九
八
）
九
月
に
越
中
よ
り
来
訪
し
た
時
、
朝
倉
氏
は
含
蔵
寺
へ
入

る
よ
う
に
書
を
送
っ
て
指
示
し
て
い
た
。
こ
の
「
含
蔵
寺
」
は
一
乗
谷
の
北
口

に
あ
た
る
安
波
賀
に
あ
っ
た
と
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
水
野
和
雄
氏
は
「
流
れ
公
方
と
公
界
所
含
蔵
寺
」
と
題
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
通
説
を
否
定
し
、
含
蔵
寺
は
越
前
市
北
小
山
と
不
老
町
の
地
境
山
上
に

所
在
し
た
と
の
新
説
を
出
さ
れ
た（

１
）。

　

筆
者
は
か
ね
て
よ
り
今
南
西
郡
（
越
前
市
東
部
一
帯
）
に
あ
っ
た
禅
宗
五
山

派
寺
院
善
応
寺
の
追
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
こ

の
宗
派
に
属
し
て
い
た
竺
源
智
裔
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る（

２
）。

そ
し

て
、
こ
の
僧
が
閑
居
す
る
含
蔵
寺
を
、
通
説
に
従
い
安
波
賀
所
在
と
信
じ
込
ん

で
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
水
野
氏
の
説
に
基
づ
き
、
含
蔵
寺
の
所
在
地
に
つ

い
て
再
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　

一　

こ
れ
ま
で
の
通
説

　

含
蔵
寺
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
と
さ
れ
た
二
つ
の
論
考
を

取
り
上
げ
て
お
く
。

　

ま
ず
、
水
籐
真
氏
は
『
朝
倉
義
景
』
に
お
い
て
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
の
「
た

と
い
朝
倉
御
敵
た
る
と
い
え
ど
も
、
含
蔵
寺
の
こ
と
は
、
公
界
所
た
る
上
は
無

為
た
る
べ
き
か
」
と
の
一
文
を
引
い
た
上
で
「
話
は
余
談
に
な
る
が
、
一
乗
谷

の
安
波
賀
に
「
も
う
こ
の
瀬
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
近
郷
近
在
で
罪

を
犯
し
た
も
の
が
、
一
乗
谷
近
く
の
足
羽
川
に
達
し
、
も
う
こ
の
瀬
を
越
え
て

対
岸
の
安
波
賀
の
地
に
渡
っ
た
な
ら
ば
、
官
憲
の
追
跡
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
付
い
た
名
で
あ
る
と
い
う
。
土
地
の
人
々
は
、
こ
の
地
に

鎮
座
す
る
春
日
神
社
の
神
域
と
し
て
安
波
賀
で
は
外
部
か
ら
の
追
求
を
の
が
れ

含
蔵
寺
の
所
在
地
の
再
検
討

池
　
田
　
正
　
男
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含
蔵
寺
の
所
在
地
の
再
検
討

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
理
解
し
て
い
る
。
か
つ
て
含
蔵
寺
は
、
朝
倉
貞
景
が
将

軍
の
敵
と
な
っ
て
征
伐
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
で
も
な
お
、
そ
こ
が
公

界
所
、
つ
ま
り
世
俗
の
権
力
か
ら
独
立
し
て
い
る
地
で
あ
る
と
い
う
理
由
で

も
っ
て
、大
丈
夫
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。（
中
略
）「
も
う
こ
の
瀬
」
の
伝
説
は
、

恐
ら
く
含
蔵
寺
が
、春
日
神
社
に
お
き
か
え
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
思
う
」

と
記
し
て
い
る（
３
）。

　

ま
た
、
松
原
信
之
氏
は
『
越
前
朝
倉
一
族
』
で
「
越
中
を
出
立
し
た
足
利
義

尹
は
、九
月
一
日
に
「
一
乗
入
江
、唐
人
之
在
所
」（
阿
波
賀
）
に
到
着
す
る
と
、

朝
倉
小
太
郎
教
景
に
出
迎
え
ら
れ
て
含
蔵
寺
（
臨
済
宗
宏
智
派
）
に
入
寺
し
、

伴
衆
も
追
い
追
い
と
馳
せ
参
じ
た
。（
中
略
）
先
に
示
し
た
「
一
乗
入
江
、
唐

人
之
在
所
」
と
は
、す
な
わ
ち
「
一
乗
之
阿
波
賀
在
所
」（『
雑
事
記
』）
で
あ
り
、

一
乗
谷
川
が
足
羽
川
に
注
ぐ
入
江
に
阿
波
賀
は
あ
っ
た
。「
唐
人
之
在
所
」
と

あ
る
か
ら
、
舶
来
品
な
ど
唐
物
を
売
買
す
る
商
人
の
町
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
敵

味
方
の
区
別
の
な
い
一
種
の
治
外
法
権
的
な
「
公
界
所
」、
含
蔵
寺
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
阿
波
賀
の
対
岸
の
宿
布
村
と
の
間
の
足
羽
川
に
、
今
は
忘
れ
去
ら
れ

た
が
、「
も
う
こ
の
瀬
」
と
呼
ぶ
浅
瀬
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
役
人
に
追
わ

れ
て
宿
布
村
ま
で
逃
げ
延
び
て
き
た
罪
人
が
「
も
う
こ
の
瀬
」
を
越
え
て
阿
波

賀
に
入
れ
ば
、
法
の
追
及
を
逃
れ
て
自
由
の
身
に
な
れ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
浅

瀬
で
あ
っ
た
と
い
う
。
自
由
な
商
人
町
の
「
公
界
所
」
の
伝
統
が
近
世
ま
で
引

き
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
倉
氏
が
義
尹
を
一
乗
谷
の
城
内
に
は
入
れ

ず
に
こ
の
含
蔵
寺
に
入
寺
さ
せ
た
こ
と
も
、
ま
た
細
川
方
へ
の
注
進
を
絶
え
ず

怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
、
ひ
た
す
ら
細
川
政
元
へ
の
配
慮
で
あ
っ
た
」
と
し
て

い
る（

４
）。

　

筆
者
は
無
批
判
に
こ
れ
ら
の
通
説
を
受
け
入
れ
て
き
た
が
、
こ
の
機
に
こ
れ

ら
の
通
説
を
再
検
討
し
た
い
。

　
　
　

二　

水
野
氏
の
論
旨

　

水
野
和
雄
氏
は
「
流
れ
公
方
と
公
界
所
含
蔵
寺
」
に
お
い
て
、
阿
波
賀
含
蔵

寺
に
つ
い
て
の
疑
義
を
発
表
し
た
。
そ
の
要
点
を
記
し
て
お
く（

５
）。

　

ま
ず
、
足
利
幕
府
第
十
代
将
軍
の
事
歴
を
紹
介
し
た
上
で
、『
大
乗
院
寺
社

雑
事
記
』
の
記
事
（
後
掲
資
料
二
）
を
挙
げ
、「「
一
乗
入
江
唐
人
の
在
所
」（
現

在
の
安
波
賀
町
）
近
辺
に
「
含
蔵
寺
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
私
は
こ
の
頃
「
含
蔵
寺
は
、
味
真
野
地
域
（
現
在
の
越
前
市
）
に
あ
っ
た

方
が
相
応
し
い
」
と
強
く
想
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
し
、
そ
の
理
由
と
し

て
以
下
の
五
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　

①
『
蔭
凉
軒
日
録
』
の
記
事
D
（
後
掲
）。

　

②�

斯
波
義
廉
の
息
・
栄
棟
喝
食
（「
か
ん
さ
う
寺
殿
（
含
蔵
寺
殿
）」）
を
名

目
的
な
越
前
守
護
に
擁
立
し
た
こ
と
。

　

③�

願
宝
寺
（
後
掲
資
料
三
）
と
含
蔵
寺
（
後
掲
資
料
五
）
に
関
す
る
地
元
の

伝
承
。

　

④
『
雑
事
記
』
に
お
け
る
義
材
の
越
前
国
府
滞
在
記
事
。

　

⑤
『
幻
雲
文
集
』
の
「
悦
岩
栢
公
座
元
寿
像
」
や
「
師
淳
記
」
の
記
述
。

　

そ
し
て
「
以
上
の
こ
と
か
ら
私
は
、「
朝
倉
貞
景
は
、
主
家
で
あ
り
越
前
守

護
で
あ
る
斯
波
氏
一
族
を
越
前
市
味
真
野
地
域
（
古
代
か
ら
中
臣
宅
守
な
ど
貴

族
の
配
流
地
で
あ
り
、
継
体
大
王
潜
龍
の
地
、
平
保
盛
の
城
福
寺
、
鞍
谷
御
所
、
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斯
波
義
敏
館
、
滝
川
一
益
な
ど
の
遺
跡
や
伝
説
が
多
い
）
に
幽
閉
し
、
常
に
監

視
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
足
利
義
尹
一
行
も
味
真
野
（
不
老
・
北
小
山
町
）
の

公
界
所
含
蔵
寺
に
留
め
置
か
れ
監
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
？
」
と
想
う

よ
う
に
な
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　

以
上
が
水
野
氏
の
論
旨
で
あ
り
、朝
倉
氏
は
公
界
所
に
置
き
監
視
し
た
と
し
、

当
地
は
歴
史
的
に
公
界
所
的
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た

別
に
安
波
賀
に
は
含
蔵
寺
の
遺
構
や
伝
承
も
な
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　

三　

従
来
説
の
検
討

　　

ま
ず
、
通
説
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
資
料
を
挙
げ
て
お
く
。

資
料
一　
「
も
う
こ
の
瀬
（
宿
布
）」（『
越
前
若
狭
の
伝
説（

６
）』）

　
　

�

一
乗
谷
川
と
足
羽
川
の
落
ち
合
う
あ
た
り
に
も
う
こ
の
瀬
と
い
う
所
が
あ

る
。
安
波
賀
（
あ
ば
か
）
か
ら
落
ち
の
び
て
来
た
罪
人
が
、
こ
の
瀬
を
渡

り
越
え
、
宿
布
へ
逃
げ
こ
め
ば
、
そ
の
罪
は
免
じ
ら
れ
た
。「
も
う
こ
」

と
は
「
も
は
や
来
ぬ
」
と
意
味
で
あ
る
。（
足
羽
郡
誌
資
料
）

資
料
二　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
九
月
十
一
日
条

　
　

�

宗
観
律
師
申
、
越
中
御
所
様
今
月
朔
日
越
前
一
乗
入
江
唐
人
之
在
所
へ
上

下
十（

人
カ
）

三
日
に
て
入
御
。
二
日
ニ
朝
倉
小
太
郎
参
申
、
含
蔵
寺
ニ
入
申
、
此

子
細
京
都
ヘ
注
進
申
云
々
。
両
使
祐
松
方
ニ
書
状
在
之
。
一
乗
之
阿
波
賀

在
所
ニ
入
御
。
畠
山
与
次
郎
・
長
江
九
郎
次
郎
以
下
十
三
人
御
共
。
如
常

旅
人
。
其
後
次
第

く
ニ
御
共
衆
馳
参
云
々
。

　

水
藤
氏
は
『
蔭
凉
軒
日
録
』
に
あ
る
「
縦
雖
為
朝
倉
御
敵
含
蔵
寺
事
者
為
公

界
所
上
者
、
可
為
無
為
乎
」
と
『
雑
事
記
』
の
「
朝
倉
小
太
郎
参
申
、
含
蔵
寺

ニ
入
申
」「
一
乗
之
阿
波
賀
在
所
ニ
入
御
」
お
よ
び
「
も
う
こ
の
瀬
」
の
伝
承

を
結
び
付
け
て
解
釈
し
、「
阿
波
賀
含
蔵
寺
」
と
「
含
蔵
寺
は
公
界
所
」
と
考

え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

松
原
氏
も
も
う
少
し
詳
し
く
論
じ
て
い
る
が
、
論
旨
は
同
じ
で
あ
る
。

　
『
雑
事
記
』
の
記
述
は
、
九
月
一
日
に
一
行
は
一
乗
入
江
の
唐
人
の
在
所
に

到
着
し
、
翌
二
日
に
朝
倉
小
太
郎
が
含
蔵
寺
に
入
る
よ
う
に
伝
達
し
て
い
る
。

そ
し
て
同
日
に
「
一
乗
之
阿
波
賀
在
所
ニ
入
御
」
と
記
し
て
い
る
が
、「
阿
波

賀
含
蔵
寺
」
の
記
述
は
な
い
。『
雑
事
記
』
の
記
述
が
誤
解
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　

朝
倉
氏
は
一
行
に
含
蔵
寺
に
入
る
よ
う
に
伝
達
し
て
い
る
が
、
後
続
し
て
く

る
御
供
衆
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
一
旦
安
波
賀
に
入
り
、
御
供
衆

の
到
着
を
待
っ
て
含
蔵
寺
に
向
か
っ
た
、
と
解
釈
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
「
含
蔵
寺
は
公
界
所
」
と
「
も
う
こ
の
瀬
」
の
伝
承
を
結
び
付
け
た
こ
と
も
、

誤
解
を
生
じ
て
し
ま
っ
た
。

　

以
上
、こ
れ
ま
で
の
通
説
の
「
安
波
賀
含
蔵
寺
」
と
「
含
蔵
寺
は
公
界
地
（
ア

ジ
ー
ル
）」
は
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
と
考
え
る
。

　
　
　

四　

含
蔵
寺
殿
及
び
含
蔵
寺
に
つ
い
て

　

含
蔵
寺
の
寺
号
は
、
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
と
翌
年
に
月
舟
寿
桂
の
詩
文

に
初
め
て
確
認
さ
れ
る
。
一
方
の
含
蔵
寺
殿
は
、
鞍
谷
氏
の
名
跡
を
継
い
だ
斯

波
義
廉
の
息
子
の
法
号
で
あ
り
、
そ
の
初
出
は
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
の
元



37

池
田　

含
蔵
寺
の
所
在
地
の
再
検
討

服
の
記
事
で
あ
る
。
貴
種
の
息
は
出
生
す
る
と
す
ぐ
に
法
号
を
付
け
る
習
わ
し

が
あ
っ
た
。

　

義
廉
息
は
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
に
越
前
入
り
し
て
お
り
、
そ
の
六
年

後
に
寺
名
が
出
て
く
る
。
貴
種
の
息
に
既
に
あ
っ
た
寺
名
の
法
号
を
付
け
る
と

は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
鞍
谷
氏
の
名
跡
を
継
い
だ
後
に
法
号
と
同
じ
含
蔵

寺
が
新
た
に
建
立
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
既
に
あ
っ
た
寺
院
の
寺
号
を
改
め
た

も
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
に
は
歌
人
正
広
が
斯
波
義
廉
の
被
官
で
あ
っ

た
板
倉
氏
居
宅
で
義
廉
息
と
対
面
し
て
お
り
、
恐
ら
く
義
廉
息
主
従
は
鞍
谷
近

郊
に
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
に
は
前

公
方
の
義
尹
は
義
廉
息
の
菩
提
寺
た
る
含
蔵
寺
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

五　

含
蔵
寺
所
在
地
の
検
討

　

ま
ず
は
水
野
氏
が
論
拠
と
し
て
示
し
た
地
元
伝
承
を
記
し
て
お
く
。

資
料
三　
「
願
宝
寺
」（『
不
老
の
里（

７
）』）

　
　

�

文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
僧
澤
源
禅
師
の
開
基
と
い
わ
れ
る
願
宝
寺
は
、

禅
宗
の
山
寺
に
し
て
二
九
〇
年
の
間
法
灯
を
継
が
れ
た
が
、
弘
治
元
年

（
一
五
五
五
）
不
幸
に
し
て
焼
失
し
た
。
願
宝
寺
は
大
将
軍
宮
背
後
の
丘
陵

地
、
尾
根
を
界
に
西
側
は
小
山
村
に
面
し
、
山
峰
よ
り
稍
西
方
に
位
置
す

る
所
に
あ
っ
た
。
こ
の
山
一
帯
は
古
墳
が
多
く
従
っ
て
山
寺
の
あ
っ
た
こ

と
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
の
頂
き
は
視
界
甚
だ
好
く
、
東
南
に
か
け
て

は
細
長
く
尾
根
が
伝
っ
て
茶
臼
山
に
通
じ
、
西
の
眺
望
は
遠
く
ま
で
の
び

て
、
南
は
味
真
野
、
北
は
戸
ノ
口
辺
り
ま
で
映
る
。
砦
と
し
て
は
や
や
低

い
が
、
府
中
に
通
じ
る
街
道
の
赤
坂
峠
の
付
近
で
便
宜
も
よ
く
、
集
落
の

鬼
門
に
当
た
る
災
除
け
と
し
て
、
又
街
道
の
守
護
仏
と
し
て
も
果
た
し
た

こ
と
で
あ
る
。
南
北
朝
（
一
三
四
一
）
の
戦
乱
に
巻
か
れ
た
時
勢
に
は
官

軍
の
武
将
、
茶
臼
山
城
を
死
守
し
た
船
田
昌
氏
公
の
戦
略
で
先
鋒
兵
の
見

張
り
所
と
し
て
も
格
好
の
地
点
だ
け
に
重
要
視
さ
れ
た
願
宝
寺
で
も
あ

る
。
願
宝
寺
を
西
へ
下
り
た
小
山
村
を
流
れ
る
川
を
、
雁
蔵
川
（
現
鞍
谷

川
）
と
昭
和
に
な
っ
て
も
通
称
さ
れ
た
。
こ
こ
に
架
か
る
橋
を
今
も
願
宝

橋
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

資
料
四　

願
宝
寺
由
緒
の
典
拠

　

前
掲
『
不
老
の
里
』
は
『
今
立
郡
不
老
村
の
伝
説
実
証（

８
）』
に
「
文
永
三
年
に

僧
澤
源
禅
師
の
開
基
に
か
か
る
禅
宗
の
寺
、
貯
水
池
の
山
上
に
あ
り
、
文
永
三

年
は
紀
元
一
九
二
六
年
、
弘
治
元
年
に
焼
亡
ス
、
二
二
一
五
年
、
二
百
九
十
年

間
あ
り
た
り
」
と
あ
る
の
を
典
拠
と
し
て
記
し
た
よ
う
だ
。
ま
た
不
老
茶
臼
山

で
の
船
田
昌
氏
公
の
討
死
の
記
事
な
ど
と
共
に
あ
る
。
ま
た
『
不
老
区
ノ
歴
史（

９
）』

に
も
同
じ
よ
う
な
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
出
の
記
事
を
写
し
て
い
る
。
ま

た
大
瀧
区
で
は
願
宝
寺
は
大
瀧
寺
の
僧
坊
の
一
つ
と
の
伝
承
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
当
遺
跡
は
大
瀧
寺
奥
の
院
は
鬼
門
裏
鬼
門
の

方
角
に
あ
り
、
本
坊
跡
は
大
瀧
寺
奥
の
院
の
方
向
に
向
い
て
い
る
。

資
料
五　

不
老
の
含
蔵
寺
跡
（『
す
ぎ
さ
き
の
む
か
し
ば
な
し（

（（
（

』）

　
　

�
不
老
の
つ
つ
み
の
上
方
に
は
寺
院
遺
跡
が
あ
る
。こ
こ
は
ガ
ン
ゾ
ウ
ジ（
含

蔵
寺
か
）
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
鞍
谷
川
を
ガ
ン
ゾ
ウ
川
と
呼
ん
だ
。
小
山

で
も
こ
の
川
を
同
様
な
呼
び
方
を
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
事
は
小
山
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六
十
五
巻
二
号

か
ら
不
老
に
養
子
に
来
ら
れ
た
加
藤
称
三
郎
氏
（
現
当
主
利
美
氏
）
か
ら

確
認
し
て
い
る
。

　

次
に
伝
承
地
の
地
籍
を
確
認
し
て
お
く
。
地
籍
図
に
は
北
小
山
の
山
地

五
十
一
字
岸
造
（
ガ
ン
ゾ
ウ
）、
田
地
七
字
下
岸
造
、
南
小
山
山
地
二
十
一
字

岸
造
、
田
地
九
字
岸
造
、
十
字
下
岸
造
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
山
地
の
北
端
一

帯
と
そ
の
山
裾
の
鞍
谷
川
右
岸
一
帯
が
「
岸
造
」
の
字
名
が
付
い
て
い
る
。
恐

ら
く
含
蔵
寺
の
ガ
ン
ゾ
ウ
の
転
化
と
考
え
ら
れ
る
。

図1　地籍図

和暦 西暦 事　　項 典拠

文明 11 年 5 月 27 日 1479 小原者板倉被官、板倉者斯波義廉被官。 晴富宿祢記

文明 13 年 10 月 6 日 1481 越前国ハ甲斐者一人も無之云々。治部大輔息申合、持是院妙純可為主従之由治定云々。旁
以朝倉可持国中也云々。 雑事記

文明 13 年 11 月 4 日 1481 今日故孝景百ケ日也。六日本屋ニ可移住云々。屋形治部大輔義廉息ハ十日可入国云々。 雑事記

長享元年 1487 寓含蔵寺次竺源老人韵 幻雲詩稾第二

長享 2年 1488 春初次某少年韵寄越之含蔵翁 幻雲詩稾第二

延徳 2年 7月 23 日 1490 二十三日夕、板倉備中入道宗永所にて右兵衛佐義廉の子息栄棟喝食対面中、盃の次に一首
詠し侍て、（後略） 松下集

延徳 3年 6月晦日 1491 渋川殿―義廉―越前息 雑事記

延徳 3年 10 月 26 日 1491

洞春院々主裔竺源伝語云。就越前州御動座老僧進退可任尊意。当院大檀那者二条家也。毎
月白疏銘、小檀那者朝倉也。雖然一所亦寄進無之。新豊庵檀那者飛鳥井家也。毎月白疏銘。
老僧当院住持来十二月期満矣。当院末寺越前含蔵寺以順番老僧当住持也。於越前門徒寺所々
有之。朝倉非本願檀那。一乱以来皆杖朝倉無為也。縦雖為朝倉御敵含蔵寺事者為公界所上
者、可為無為乎云々。

蔭涼軒日録

明応 6年 11 月 26 日 1497
武衛参仕の儀式覚書、かんそう寺殿御ゑほし御沓形にてめされ候、名御太刀にて御礼可申
上由被仰候て、御礼申上候、人数次第・・則御つほねへめされ御盃被下、ことに御ふくく
たされ候、・・かんそう寺殿と申ハ武衛之御事也。

諏訪家文書

明応 7年 9月 2日 1498

宗観律師申、越中御所様今月朔日越前一乗入江唐人之在所へ上下十三日（人カ）にて入御。
二日ニ朝倉小太郎参申、含蔵寺ニ入申、此子細京都ヘ注進申云々。両使祐松方ニ書状在之。
一乗之安波賀在所ニ入御。畠山與次郎、長江九郎次郎以下十三人御共。如常旅人。其後次
第々ニ御共衆馳参云々。

雑事記

明応 7年 10 月 26 日 1498 恪阿ミ自越前罷上、公方事外無威勢、以外御作法也云々。国中ニ御座。コウ。 雑事記

年不詳 1518 悦岩栢公座元寿像、・・悦岩栢公座元、初居越之少林山妙法寺。々曾羅兵燬。然後置回春
院於国之国府、今之相公避乱、久寓此院。遂揮台翰、書龍門字賜公。因改回春為龍門也。 幻雲文集

永正 15 年 7 月 3 日 1518 月舟寿桂、含蔵堂上和尚の請う（前右金吾子春公居士三十三忌陞座） 月舟和尚語録

享禄元年 8月 3日以前 1528 賛高岩座元像、號高岩、含蔵竺源和尚徒也。.. 今也瑞庭玉蔵主、承于竺源的嗣芳春老人。 幻雲文集

含蔵寺殿・含蔵寺関係年表

遺跡所在地
赤坂峠
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池
田　

含
蔵
寺
の
所
在
地
の
再
検
討

　

ま
た
次
に
遺
跡
概
図
と
し
て
示
し
た
標
高
一
三
〇
ｍ
の
山
上
に
は
寺
院
遺
跡

と
見
ら
れ
る
遺
構
が
あ
る
。南
北
に
長
さ
二
〇
ｍ
高
さ
二
ｍ
程
の
土
塁
が
あ
り
、

そ
の
中
央
に
は
掘
り
下
げ
ら
れ
た
参
道
と
見
ら
れ
る
遺
構
が
あ
る
。
恐
ら
く
山

門
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
土
塁
の
内
側
（
東
方
）
に
は
横
五
〇
ｍ
、
奥
行
三
〇
ｍ

ほ
ど
の
平
地
が
あ
り
、
土
塁
の
外
側
（
西
方
）
に
は
右
方
（
南
側
）
に
僧
坊
跡

ら
し
き
開
鑿
地
が
二
ヶ
所
、
左
方
（
北
方
）
に
は
同
開
鑿
地
が
一
ヶ
所
あ
る
。

右
方
開
鑿
地
の
下
方
か
ら
の
延
び
る
参
道
ら
し
き
遺
構
が
あ
り
、
左
方
開
鑿
地

か
ら
は
南
方
に
不
老
と
北
小
山
に
通
じ
て
い
た
赤
坂
峠
に
向
か
う
尾
根
道
が
延

び
て
い
る
。
こ
れ
も
参
道
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
山
麓
か
ら
鞍
谷
川

岸
ま
で
の
間
が
岸
造
地
籍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寺
院
の
下
坊
或
は
鞍
谷
氏
被
官

の
居
住
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
「
城
蹟
考
」
は
「
朝
倉
家 

氏
家
将
監
、
北
小
山
村
ヨ
リ
五
町
計

子
方
山
上
ニ
東
西
二
十
間
南
北
十
八
間
計
之
所
有
、自
福
井
六
里
計
」と
し（

（（
（

、『
福

井
県
の
地
名
』
は
「
城
跡
は
北
小
山
と
不
老
と
の
境
界
山
頂
（
一
二
〇
メ
ー
ト

ル
）
に
あ
り
、
旧
朝
倉
街
道
を
見
下
ろ
す
見
張
台
程
度
の
も
の
だ
が
、
遺
構
は

残
る
」
と
し
て
「
見
張
台
」
へ
の
有
用
性
を
強
調
し
て
い
る（

（（
（

。

　

ま
た
松
原
信
之
氏
『
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
氏
家
氏
は
寛
正
四

年
（
一
四
六
三
）
に
は
斯
波
義
廉
の
被
官
と
し
て
み
え
、文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）、

天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
に
は
鞍
谷
氏
の
代
官
と
し
て
確
認
さ
れ
、
永
禄
十
一

年
（
一
五
六
〇
）
に
漸
く
朝
倉
義
景
に
臣
従
し
た
と
い
う（
（（
（

。

　

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
氏
家
氏
は
含
蔵
寺
殿
に
帯
同
し
て
板
倉
氏
と
共
に
斯

波
義
廉
か
ら
鞍
谷
氏
に
入
っ
た
と
み
ら
れ
、
朝
倉
氏
へ
の
臣
従
は
遅
く
元
亀
年

間
と
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
「
城
蹟
考
」
や
『
福
井
県
の
地
名
』
の
見
解
は
朝
倉

氏
に
臣
従
し
た
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

筆
者
は
含
蔵
寺
殿
が
鞍
谷
に
入
っ
た
時
に
氏
家
氏
も
帯
同
し
、
含
蔵
寺
が
建

立
し
た
頃
、
こ
こ
に
居
住
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
。
な
お
、
当
遺
跡

に
は
堀
切
な
ど
軍
事
的
遺
構
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
点
も
付
記
し
て
お
く
。

　

ま
た
朝
倉
氏
の
保
護
を
受
け
る
立
場
の
鞍
谷
氏
は
、
朝
倉
街
道
の
監
視
な
ど

朝
倉
氏
に
対
し
て
僭
越
な
こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
よ
っ
て
監
視
所

の
設
立
は
氏
家
氏
が
朝
倉
に
臣
従
し
た
時
代
以
降
で
は
な
い
か
と
考
え
る（

（（
（

。

　

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
当
遺
跡
に
つ
い
て
は
願
宝
寺
と
含
蔵
寺
の
伝

承
が
あ
り
、「
城
蹟
考
」
で
は
氏
家
将
監
の
館
跡
と
し
て
い
る
。
し
か
し
氏
家

将
監
は
永
禄
十
一
年
に
朝
倉
義
景
に
臣
従
し
た
と
あ
る
か
ら
、
当
遺
跡
を
朝
倉

街
道
の
監
視
用
と
し
て
用
い
た
の
は
こ
の
頃
以
降
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次

図2　遺跡概図
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六
十
五
巻
二
号

に
願
宝
寺
と
含
蔵
寺
と
二
つ
の
寺
号
伝
承
が
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
初
め
は
大

瀧
寺
の
僧
坊
と
し
て
創
立
さ
れ
た
が
、
そ
こ
を
鞍
谷
氏
の
名
跡
を
継
い
だ
斯
波

義
兼
息
の
棟
栄
喝
食
つ
ま
り
含
蔵
寺
殿
の
菩
提
寺
と
し
て
寺
名
を
変
え
て
、
曹

洞
宗
宏
智
派
の
竺
源
智
裔
を
入
寺
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　

六　

含
蔵
寺
の
公
界
地
に
つ
い
て

　

前
述
の
通
り
、
従
来
の
通
説
は
「
も
う
こ
の
瀬
」
と
『
雑
事
記
』
の
不
明
瞭

な
記
述
を
飛
躍
し
て
解
釈
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
安
波
賀
に
含
蔵
寺
が
あ
り
、

そ
こ
は
網
野
善
彦
氏
の
い
う
公
界
地
つ
ま
り
ア
ジ
―
ル
で
あ
る
」
と
解
釈
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
伊
藤
正
敏
氏（

（（
（

や
網
野
氏（
（（
（

が
取
り
上
げ
る
「
公
界
」
の
用
例

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
決
し
て
無
縁
（
ア
ジ
―
ル
）
と
同
義
で
は
な
い
。

　

筆
者
は
『
蔭
凉
軒
日
録
』
に
お
け
る
「
公
界
」
の
用
例
、つ
ま
り
鹿
苑
僧
録
（
五

山
派
の
禅
寺
禅
僧
の
管
理
行
政
を
行
う
）
の
実
務
を
補
佐
（
各
寺
院
か
ら
の
上
申

を
僧
録
に
披
露
し
、
僧
録
が
将
軍
に
披
露
し
て
決
済
さ
れ
た
結
果
を
奉
行
し
て
各

寺
院
や
個
々
の
僧
に
執
達
す
る
役
目
）
す
る
蔭
凉
軒
主
に
よ
る
用
例
を
正
確
に
把

握
し
な
い
限
り
、
妥
当
な
理
解
が
得
ら
れ
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。
以
下
に

『
日
録
』
の
「
公
界
」
及
び
関
連
事
項
の
用
例
を
抜
き
出
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

A	

長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
十
二
月
二
十
七
日
条

	
�

南
庄
補
任
事
、
早
々
可
被
成
之
由
、
崇
寿
江
預
口
入
者
為
幸
。
愚
云
、

崇
寿
院
主
不
例
也
。
江
之
御
陳
歳
暮
之
御
礼
亦
欠
之
。
来
晦
日
東
府
之

御
礼
亦
可
見
欠
之
也
。
不
例
若
取
直
者
、
集
山
中
諸
老
以
評
議
可
成
補

任
之
由
被
白
。若
私
塔
頭
者
可
為
院
主
之
計
。開
山
塔
事
者
公
界
所
之
故
、

非
一
人
之
計
処
也
。雖
然
切
々
被
督
之
可
然
云
々
。（
傍
線
筆
者
、以
下
同
）

B	

長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
九
月
十
二
日
条

	
�

宝
渚
門
徒
雲
章
和
尚
小
師
也
。
宝
渚
開
山
者
奇
山
和
尚
也
。
奇
山
者
聖

一
国
師
俗
姪
也
。
以
故
国
師
譲
之
。
以
常
楽
庵
并
普
門
寺
。
奇
山
之
後

両
師
共
為
公
界
所
也
。

C	

延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
十
一
月
二
十
七
日
条

	
�

是
者
来
月
十
二
日
、
南
禅
寺
開
山
大
明
国
師
二
百
年
忌
也
。
開
山
塔
天

授
庵
無
縁
在
所
也
。
然
間
仏
事
等
甲
斐
々
々
敷
儀
無
之
。
此
二
通
有
御

免
者
可
出
官
銭
。
如
是
時
者
例
而
御
免
之
。
去
々
年
普
明
国
師
百
年
忌
、

公
帖
二
通
御
免
。
同
年
龍
湫
和
尚
百
年
忌
、
亦
両
通
有
御
免
。
当
年
愚

老
塔
頭
開
山
百
年
忌
、
亦
一
通
有
御
免
。
以
如
此
之
例
白
之
。

D	

延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
十
月
二
十
六
日
条

	
�

往
洞
春
院
々
主
裔
竺
源
伝
語
云
。
就
越
前
州
御
動
座
老
僧
進
退
可
任
尊

意
。
当
院
大
檀
那
者
二
条
家
也
。
毎
月
白
疏
銘
、
小
檀
那
者
朝
倉
也
。

雖
然
一
所
亦
寄
進
無
之
。
新
豊
庵
檀
那
者
飛
鳥
井
家
也
。
毎
月
白
疏
銘
。

老
僧
当
院
住
持
来
十
二
月
期
満
矣
。
当
院
末
寺
越
前
含
蔵
寺
以
順
番
老

僧
当
住
持
也
。
於
越
前
門
徒
寺
所
々
有
之
。
朝
倉
非
本
願
檀
那
。
一
乱

以
来
皆
仗
朝
倉
無
為
也
。
縦
雖
為
朝
倉
御
敵
含
蔵
寺
事
者
為
公
界
所
上

者
、
可
為
無
為
乎
云
々
。

D	
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
十
一
月
十
九
日
条

	
�

来
七
日
勤
行
衆
已
前
内
々
雖
定
之
如
先
規
、公
界
仁
可
請
之
如
何
。予
云
、

去
々
年
常
徳
院
殿
小
祥
忌
勤
行
衆
十
員
、
皆
門
徒
衆
勤
之
。
蔭
凉
代
古

今
欠
之
者
始
也
。
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F	

延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
三
月
四
日
条

	
�

去
月
廿
八
日
左
京
兆
浦
作
宅
御
出
。
御
座
敷
位
、
右
辺
左
京
兆
、
物
部

神
六
、
阿
戸
部
公
界
者
、
左
辺
坂
東
、
宗
益
、

　

ま
ず
は
B
か
ら
検
討
す
る
。
聖
一
国
師
の
俗
姪
・
奇
山
和
尚
の
開
山
と
な

る
「
常
楽
院
と
普
門
寺
を
公
界
所
と
す
る
」
と
決
し
た
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

公
界
所
の
概
念
は
捉
え
難
い
。

　

次
に
C
で
は
「
南
禅
寺
開
山
塔
天
授
庵
は
無
縁
の
在
所
」
と
あ
っ
て
、
南

禅
寺
開
山
の
二
百
年
忌
が
迫
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
庵
は
経
済
的
に
裕
福
で

は
な
い
の
で
、
公
帖
を
二
通
出
し
て
、
官
銭
を
充
て
る
こ
と
に
決
し
た
と
あ

る
。
す
な
わ
ち
南
禅
寺
開
山
塔
は
ア
ジ
ー
ル
た
る
無
縁
所
で
な
い
こ
と
は
明
ら

か
だ
。

　

次
に
A
で
は
桃
源
和
尚
は
不
例
で
あ
る
の
に
「
若
取
直
者
、
集
山
中
諸
老

以
評
議
可
成
補
任
之
由
被
白
」「
若
私
領
者
可
為
院
主
之
計
、
開
山
塔
事
者
公

界
所
之
故
、
非
一
人
之
計
處
也
。
雖
然
々
被
督
之
可
然
」
と
蔭
凉
軒
主
は
主
張

し
て
い
る
。
そ
し
て
長
享
三
年
七
月
二
十
一
日
に
は
相
国
寺
の
維
那
衆
と
の
訴

訟
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
後
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
十
月
二
日
に
は
桃

源
和
尚
が
退
院
と
な
り
、
訴
訟
は
決
着
し
た
。
こ
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
「
相
国

寺
維
那
衆
蜂
起
」
と
し
て
蔭
木
氏
の
論
考
に
譲
る（

（（
（

。

　

A
の
問
題
は
開
山
塔
た
る
崇
寿
院
に
は
領
地
が
あ
り
、
そ
の
領
地
の
補
任

も
加
わ
る
た
め
経
済
的
な
利
害
が
絡
む
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
十
月
晦
日

の
条
で
は
「
公
帖
事
雖
督
之
、
未
書
立
自
杉
江
方
以
使
者
云
、
崇
寿
院
々
事
、

已
然
以
仁
寿
軒
被
仰
出
、
無
失
念
可
有
登
庸
之
由
」
そ
の
補
任
を
巡
っ
て
の
ご

た
ご
た
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、崇
寿
院
々
主
は
公
帖
を
以
て
任
免
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
、
A
で
は
、
相
国
寺
の
開
山
塔
「
崇
寿
院
を
公
界
所
」
と
記
し
、
私

塔
頭
な
ら
ば
院
主
の
計
ら
い
で
決
し
て
も
よ
い
が
、
開
山
塔
は
公
界
所
な
の
で

勝
手
に
計
ら
い
を
決
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

　

ま
た
E
で
は
、
慈
照
院
（
相
国
寺
内
）
の
来
七
日
勤
行
衆
は
以
前
の
先
規

の
通
り
に
「
公
界
の
仁
」
も
勤
行
に
加
わ
っ
て
い
た
が
、
最
近
は
皆
門
徒
衆
が

勤
行
し
て
い
る
。
公
界
の
仁
は
こ
れ
を
請
け
る
か
と
迫
っ
て
い
る
と
し
、
門
徒

衆
に
対
す
る
公
界
の
仁
と
の
対
比
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
日
録
』
で

は
門
徒
の
用
例
に
「
愚
云
、
小
門
徒
也
不
可
逭（

（（
（

」
と
あ
っ
て
、「
小
門
徒
」
つ

ま
り
自
分
の
徒
弟
で
あ
る
か
ら
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
「
門
徒
衆
」
は
「
徒
弟
衆
」
の
意
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。

　

次
い
で
D
の
含
蔵
寺
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。
竺
源
の
言
う
に
は
「
将
軍

の
越
前
へ
の
御
動
座
に
つ
い
て
私
の
進
退
は
蔭
凉
軒
主
の
意
に
従
う
。
な
お
洞

春
院
の
大
檀
那
は
二
条
家
で
あ
り
、
小
檀
那
は
朝
倉
家
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
朝
倉
家
か
ら
は
一
所
の
寄
進
も
受
け
て
い
な
い
。
新
豊
庵
の
檀
那
は
飛
鳥
井

家
で
あ
る
。
竺
源
は
洞
春
院
住
持
が
来
十
二
月
に
満
期
と
な
り
、
洞
春
院
末
の

含
蔵
寺
は
竺
源
が
住
持
と
な
る
順
番
と
な
っ
て
い
る
。
越
前
に
は
門
徒
寺
つ
ま

り
度
弟
院
は
所
々
に
あ
る
。
朝
倉
は
本
願
檀
那
で
は
な
く
、
一
乱
以
来
朝
倉
と

は
一
切
無
為
を
保
っ
て
い
る
。
例
え
朝
倉
は
御
敵
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
含
蔵

寺
は
公
界
所
」
で
あ
る
の
で
無
為
で
あ
る
べ
き
だ
、
と
あ
る
。
こ
の
記
述
だ
け

で
は
公
界
所
と
は
如
何
な
る
定
義
で
あ
る
か
を
捉
え
に
く
い
。

　

さ
ら
に
F
で
は
、右
京
兆
の
座
敷
で
の
着
座
順
の「
阿
戸
部
」の
箇
所
に「
公

界
者
」
と
補
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
芸
能
者
を
指
し
て
い
る
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
A
相
国
寺
の
開
山
塔
院
主
は
官
寺
た
る
公
帖
で
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六
十
五
巻
二
号

任
免
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
「
開
山
塔
事
者
公
界
所
」
の
記
述
は
崇
寿
院
が
所

謂
公
界
寺
を
指
す
用
例
で
は
な
い
。
ま
た
こ
の
用
例
は
私
塔
頭
で
の
処
断
に
対

比
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
し
て
や
開
山
塔
院
主
不
在
の
場
で
山
中
の
諸
老

が
補
任
に
就
い
て
評
議
し
て
決
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　

ま
た
C
南
禅
寺
開
山
塔
で
は
「
無
縁
」
と
記
し
て
、
檀
那
や
信
徒
を
持
た

な
い
こ
と
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
且
つ
E
「
公
界
の
仁
」
は
門
徒
衆

つ
ま
り
徒
弟
衆
に
対
比
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、「
公
界
」
の
用
例
に
は
ア
ジ
ー
ル
の
意
味
以
外
の
使
わ
れ
方
を
し
て

い
る
。

　

よ
っ
て
D
「
越
前
に
は
宏
智
派
の
門
徒
寺
（
徒
弟
院
）
が
あ
り
、
洞
春
院

や
新
豊
庵
は
朝
倉
氏
と
は
無
縁
つ
ま
り
関
わ
り
が
無
い
。
よ
っ
て
洞
春
院
末
の

含
蔵
寺
も
朝
倉
氏
と
は
関
わ
り
を
持
つ
寺
院
で
な
い
た
め
、
朝
倉
氏
が
御
敵
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
何
も
手
出
し
を
し
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
竺
源
智
裔
が
述
べ

た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
含
蔵
寺
は
公
界
所
」
は
ア
ジ
ー
ル
た
る

無
縁
や
所
謂
公
界
寺
の
意
で
は
な
く
、「
朝
倉
氏
と
は
関
わ
り
を
持
た
な
い
」

意
の
「
無
縁
」
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
宏
智
派
の
開
祖
の
別
源
円
旨
は
朝
倉
氏
の
援
助
を
受
け
て
朝
倉

氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
安
居
に
弘
祥
寺
を
建
立
し
、
朝
倉
の
法
会
は
同
寺
で
催
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
別
源
は
今
南
西
郡
に
善
応
寺
を
建
立
し
た
。
し
か
し

こ
こ
は
朝
倉
氏
の
地
盤
で
は
な
く
別
の
檀
越
に
よ
っ
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
延
徳
元
年
十
一
月
に
竺
源
智
裔
の
努
力
で
新
豊
庵
末
の
善
応
寺
は
漸
く
諸

山
位
を
得
た
が
、
こ
の
交
渉
に
朝
倉
氏
の
援
助
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
し
て

D
の
延
徳
三
年
よ
り
四
十
八
年
後
の
天
文
八
年
に
驢
雪
鷹
灞
の
時
に
漸
く
善

応
寺
で
朝
倉
氏
の
法
会
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

延
徳
三
年
時
点
で
は
朝
倉
氏
は
越
前
の
実
質
的
な
領
主
た
る
地
位
を
得
て
間

も
な
い
時
期
で
あ
り
、
竺
源
は
善
応
寺
の
長
老
で
あ
る
か
ら
前
述
の
事
情
か
ら

み
て
朝
倉
氏
に
持
つ
感
情
が
現
れ
た
言
動
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
朝
倉
氏
が
流
れ
公
方
を
含
蔵
寺
へ
入
る
こ
と
を
勧
め
た
の
は
、
そ
れ

よ
り
七
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

な
お
『
蔭
凉
軒
日
録
』
に
は
、
亀
泉
集
証
が
蔭
凉
職
に
就
い
た
時
点
か
ら
竺

源
智
裔
が
「
洞
春
竺
源
」
や
「
善
応
老
人
」
と
し
て
頻
出
す
る
。
恐
ら
く
亀
泉

と
は
蔭
凉
職
着
任
以
前
か
ら
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

謝
辞

　

水
野
和
雄
氏
の
論
考
を
目
に
し
て
か
ら
、
直
接
氏
か
ら
定
説
の
典
拠
と
な
る

論
考
や
疑
問
点
な
ど
多
く
の
示
唆
を
頂
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

注（
１
）
水
野
和
雄
「
流
れ
公
方
と
公
界
所
含
蔵
寺
」（『
た
ん
な
ん
夢
レ
デ
ィ
オ
』　　

五
六
号
、

二
〇
二
〇
年
）。

（
２
）
拙
稿
「
中
世
禅
宗
寺
院
越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
（
一
）
～
（
四
）」（『
若
越
郷
土
研
究
』

三
七
巻
五
号
、
三
八
巻
一
・
二
・
六
号
、
一
九
九
二
～
一
九
九
三
年
）。

（
３
）
水
藤
真
『
朝
倉
義
景 

新
装
版
（
人
物
叢
書
）』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
二
七

～
二
八
頁
。

（
４
）
松
原
信
之
『
越
前
朝
倉
一
族 

新
装
版
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
六
年
）
九
四
～

九
六
頁
。
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（
５
）
注
（
１
）

（
６
）
杉
原
丈
夫
編
『
越
前
若
狭
の
伝
説
』（
松
見
文
庫
、
一
九
七
〇
年
）
一
三
七
頁
。

（
７
）
不
老
の
里
語
り
部
編
『
不
老
の
里 

前
篇
』（
不
老
公
民
館
、二
〇
〇
五
年
）
一
〇
七
頁
。

（
８
）
服
部
善
好
談
、
服
部
慶
寿
筆
『
今
立
郡
不
老
村
の
伝
説
実
証
』（
一
九
四
〇
年
。
越

前
市
今
立
図
書
館
蔵
）。

（
９
）
飯
田
栄
助
講
演
写
『
不
老
区
ノ
歴
史
』（
一
九
四
一
年
。
越
前
市
今
立
図
書
館
蔵
）

（
10
）
拙
著
『
す
ぎ
さ
き
の
む
か
し
ば
な
し
』（
私
家
版
、
二
〇
一
七
年
）
一
六
頁
。

（
11
）『
武
生
市
史 

資
料
編 

小
字
名
一
覧
』（
武
生
市
役
所
、一
九
八
二
年
）「
付
図
そ
の
１
」。

（
12
）杉
原
丈
夫
・
松
原
信
之
共
編『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書 

上
巻
』（
松
見
文
庫
、一
九
七
一
年
）

一
八
一
頁
。

（
13
）『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
十
八
巻 

福
井
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）

四
五
三
頁
。

（
14
）
松
原
信
之
『
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
』（
三
秀
舎
、二
〇
〇
八
年
）
四
六
一
～
四
六
二
頁
。

（
15
）
な
お
余
談
と
な
る
が
、
北
小
山
の
最
長
老
で
あ
る
山
岸
瀁
氏
に
よ
れ
ば
、
同
山
地
の

山
際
に
「
山
王
権
現
」
と
称
す
る
平
地
が
あ
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
こ
の
御
堂
で
村
の

寄
合
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
南
小
山
二
十
二
字
山
王
は
こ
れ
に
由
来
す
る
ら
し
い
。

当
所
は
山
上
の
寺
院
遺
跡
か
ら
は
裏
鬼
門
に
当
た
る
位
置
に
あ
り
、
山
上
寺
院
の
守
護

神
が
祀
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
神
社
誌
等
に
は
山
王
権
現
の
記
事
は
無

い
が
、
寛
政
年
間
の
坂
野
二
蔵
著
『
越
前
志
』（
越
前
市
中
央
図
書
館
庭
本
文
庫
）
の
北

南
小
山
村
氏
神
に
「
外
に
甚
右
衛
門
氏
神
に
中
比
拵
へ
王
子
御
前
と
云
。
今
絶
る
」
と

の
記
載
が
見
え
る
。

（
16
）
伊
藤
正
敏
「
戦
国
大
名
と
無
縁
・
公
界
・
楽
」（
水
野
和
雄
・
佐
藤
圭
編
『
戦
国
大

名
朝
倉
氏
と
一
乗
谷（
環
日
本
海
歴
史
民
俗
学
叢
書
一
一
）』（
高
志
書
院
、二
〇
〇
二
年
）。

（
17
）
網
野
善
彦
「
公
界
と
い
う
語
」（
網
野
『
無
縁
・
公
界
・
楽 

増
補
版
（
平
凡
社
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
）』
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
）。

（
18
）『
蔭
凉
軒
日
録
』
延
徳
二
年
四
月
五
日
条
。

（
19
）
蔭
木
英
雄
『
蔭
凉
軒
日
録
―
室
町
禅
林
と
そ
の
周
辺
』（
そ
し
え
て
、
一
九
八
七
年
）。
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号

和暦 西暦 事　　項
文永 3年 1266 僧擇源禅師、通称赤坂峠の山上に禅宗願宝寺を創建す（不老区伝承）
文安元年閏 6月 1444 美濃守護代富島氏、土岐持益に討たる。以降斎藤入道宗円（越前入道）が美濃守護代となる
宝徳 2年 9月 1450 斎藤宗円殺害される
長禄 4年 5月 1460 斎藤利永（宗円息）死去。利藤（利永息）を補佐して妙椿（利永弟）が活躍する
寛正 4年 3月 1463 氏家四郎左衛門尉は斯波義廉の被官（蔭涼軒日録）
文政元年 7月 1466 足利義材生誕。土岐政房（承隆寺殿）生誕
応仁元年 1月 1467 応仁の乱始まる
応仁 2年この頃 1468 妙法寺焼失
文明 3年 5月 1471 朝倉、東軍に寝返る
文明 3年 8月 1472 朝倉、鯖江上野・新庄保鴨宮で甲斐と戦闘
文明 9年 11 月 1477 妙椿を頼って義視・義材美濃へ下る（義材十一歳）
この頃 悦岩□柏座元、回春院を建立
文明 11 年 3 月 1479 回春院瑞栢、朝倉家臣と共に清水寺に奉加す
文明 11 年 5 月 1479 板倉は斯波義廉被官。（晴富宿祢記）
文明 12 年 2 月 1480 斎藤妙椿死去、美濃文明の乱勃発（義材十四歳）
この頃 妙法寺再建
文明 13 年 7 月 1481 朝倉孝景（代七代）死居
文明 13 年 10 月 1481 斎藤妙純の調停で義廉の息を名目的な主人として推戴し越前に迎え入れる
文明 13 年 11 月 1481 義廉息、越前入国
文明 18 年 7 月 1486 朝倉氏景（第八代）死去
長享元年 1月 1487 義材、美濃で元服（義材二十一歳）
長享元年 1487 含蔵寺の初出（幻雲詩稾第二）
延徳元年 4月 1489 義視・義材美濃より上京
延徳元年 11 月 1489 善応寺諸山位を得る
延徳 2年 7月 1490 足利義材、第十代将軍に就く
延徳 2年 7月 1490 歌人正広、板倉邸で義廉息栄棟喝食と対面（松下集）
延徳 2年閏 8月 1490 義材、美濃承隆寺を十刹位を要求す
延徳 3年 3月 1491 細川政元が越後下向の途中に回春院で一泊す。光玖が応対す
延徳 3年 10 月 1491 竺源智裔、朝倉御敵となり、含蔵寺入寺を蔭涼職に相談
明応 2年 4月 1493 義材、細川政元と戦い捕る。朝倉勢一万余細川方となって義材を京に連れ戻る（義材二十七歳）
明応 2年 6月 1493 義材、越中へ逃亡す
明応 3年 1月 1494 慈視院光玖死去
明応 5年 6月 1496 土岐政房（承隆寺殿）、美濃守護着任
明応 6年 11 月 1497 斯波含蔵寺殿、御沓形の間に元服す
明応 7年 8月 1498 足利義材、名を義尹と改める
明応 7年 9月 1498 義尹越中より越前含蔵寺に入る
明応 7年 10 月 1498 義尹越前府中に滞在か。（雑事記）
この頃 義材、回春院を龍門寺と改める。（幻雲文集）
明応 8年 7月 1499 義尹府中を発し敦賀に約四ケ月滞在。（師淳記）
明応 8年 11 月 1499 義尹十一月十三日漸く近江に向かう。近江で戦い河内へ敗走し、周防に居す
文亀元年 4月 1501 氏家三郎左衛門は鞍谷氏の代官（府中奉行人連署状）
永正 4年 6月 1507 細川政元暗殺される
永正 5年 6月 1508 義尹復位す。（義尹四十二歳）
永正 9年 3月 1512 朝倉貞景（第九代）、死去
永正 10 年 11 月 1513 義尹、名を義稙と改める
永正 15 年 7 月 1518 月舟寿桂、前右金吾子春公居士三十三忌陞座を含蔵堂上和尚に請う（月舟和尚語録）
永正 15 年 9 月 1518 月舟寿桂、善応寺入寺
永正 16 年 6 月 1519 土岐政房（承隆寺殿海雲宗寿大禅定門）死去
大永元年 3月 1521 義稙、細川高国の専応を憤慨し、出奔
大永 2年 7月 1522 龍門寺瑞安、越智山造営料を寄進する
大永 3年 4月 1523 義稙、阿波で死去（寿五十七歳）
享禄元年 8月 3日以前 1528 含蔵の最後出資料。含蔵竺源和尚徒（幻雲文集）
天文 4年 2月 1535 氏家美作守は鞍谷氏代官（藤五郎国末名田頭職請文）
天文 5年 4月 1536 美濃承隆寺諸山位を得る
弘治元年 1555 願宝寺焼失（不老区伝承）
永禄 11 年 5 月 1560 氏家左近将監、義昭朝倉亭御成の際、辻警固す
元亀元年ころ 1570 大瀧寺、巻数之事歳暮分として氏家石見守に贈る

含蔵寺関係年表


